　日光市立鬼怒川小学校におけるいじめ防止対策の基本方針
　いじめは、いじめ防止対策推進法により、以下のように定義されています。

	　　この法律において「いじめ」とは、児童等に対して、当該児童等が在籍する学校に在籍
している等当該児童等と一定の人的関係にある他の児童等が行う心理的又は物理的な影響
を与える行為（インターネットを通じて行われるものを含む。）であって、当該行為の対
象となった児童等が心身の苦痛を感じているものをいう。


	


　いじめは、どの児童にもおこりうるものです。いじめは、いじめを受けた児童の教育を受ける権利を著しく侵害し、その心身の健全な成長及び人格の形成に重大な影響を与えるのみならず、その生命又は身体に重大な危険を生じさせる恐れがあります。したがって、すべての児童がいじめを行わず、及び他の児童に対して行われるいじめを認識しながらこれを放置することがないように、学校全体で保護者や地域、関係機関との連携を図りながら、いじめの防止等のための対策を行います。

（１）いじめ防止に関すること
　　〇いじめは絶対に許さないという毅然とした姿勢を示します。（全校集会等での呼びかけ等）
　　〇全職員で児童の様子を見守り、児童一人一人の自己有用感や充実感を感じられる学校生活づくりに努めます。校内いじめ対策委員会を設置し、定期的に開催します。
　　〇望ましい人間関係の構築に向けて、道徳教育や人権教育、体験活動等の充実を図ります。
　　〇SNS等によるいじめも含めて、情報モラルの向上を図ります。
（２）いじめの早期発見に関すること
　　〇日常的な観察等、児童の様子を見守り、児童の小さな変化を見逃さないようにします。
　　〇いじめに関するアンケートを定期的に実施して、記述内容に基づいて教育相談を行います。また、外部機関（スクールカウンセラー等）による教育相談についても実施します。
〇保護者・地域の方からの情報の収集を行います。（連絡帳、保護者懇談、学校運営協議会等）
　　　
（３）いじめの早期対応に関すること　　　
　〇速やかに事実確認等の情報収集を行い、状況を把握し、共通理解を図ります。
　〇いじめが疑われるときは、校内いじめ対策委員会の緊急対応会議を開き、組織的且つ迅速に対応します。
（４）いじめの「重大事態」の発生に関すること
　　〇いじめの「重大事態」とは…
　　　・いじめにより児童の生命、心身または財産に重大な被害が生じた疑いのある状況です。
　　　・いじめにより相当の期間学校を欠席することを余儀なくされている疑いのある状況です。
　　〇いじめの重大事態が起きた時は…
　　　・日光市教育委員会に報告し、協議の上、当該事案に対処する組織を設置します。
　
（５）相談窓口
　〇いつでも、全職員でお受けいたします。些細なことでも遠慮せずにいつでも、ご相談ください。
　◇鬼怒川小学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０２８８－７６－１２０４
　◇ホットほっと電話相談
（子供専用２４時間受付）いじめ相談さわやかテレホン　　　　　　０２８－６６５－９９９９
　（保護者専用）家庭教育ホットライン　　　　　　　　　　　　　　０２８－６６５－７８６７
　◇日光市教育委員会事務局学校教育課教育指導係　　　　　　　　　０２８８－２１－５１６７
　◇いじめ不登校対策チーム（上都賀教育事務所内）　　　　　　　　０２８９－６２－０１６２
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　◇日光市家庭児童相談室　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０２８８－３０―７８３０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
